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川
上
村
政
一
○
○
年
記
念
式
典
挙
行

「
高
原
野
菜
発
祥
の
村
」の
記
念
碑
設
立

高
登
谷
屋
外
ス
テ
ー
ジ
完
成

大
深
山
遺
跡
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
完
成

町
田
市
自
然
休
暇
村
オ
ー
プ
ン

財
団
法
人
川
上
村
振
興
公
社
発
足

居
倉
地
区
屋
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
完
成

ふ
る
さ
と
村
塾
を
開
塾

村
営
ご
み
処
理
場
が
完
成

中
学
校
柔
剣
道
場
完
成

全
国
川
上
サ
ミ
ッ
ト
’90
が
川
上
村
に
て
開
催

川
上
村
行
政
防
災
無
線
整
備

川
上
犬
保
存
会
が「
秘
境
の
名
犬
」を
出
版

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン

第
二
保
育
園
完
成

「
お
か
た
ぶ
ち
」　
県
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定

秋
山
諏
訪
神
社
公
園
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
完
成

第
１
回
春
季
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会
開
催

梓
山
フ
ァ
ミ
リ
ー
公
園
、青
木
観
音
公
園
整
備

二
小
ド
ー
ム
プ
ー
ル
整
備

金
峰
山
小
屋
整
備

第
一
回
ス
マ
イ
ル
ス
ポ
ー
ツ
大
会
開
催

川
上
村
の「
平
成
」

バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊
に
始
ま
り
、大
規
模
地
震
や
豪
雨
と
い
っ
た
未
曾
有
の
自
然
災
害
、凶
悪
事
件
や
テ
ロ

な
ど
、今
も
な
お
私
た
ち
の
記
憶
に
焼
き
付
い
て
い
る
出
来
事
が
数
多
く
起
こ
っ
た「
平
成
」。
さ
ら
に
は
、情

報
化
社
会
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
の
技
術
革
新
、何
と
い
っ
て
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ
り
私
た
ち
の
生
活

に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
そ
ん
な「
平
成
」の
時
代
か
ら
移
り
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
今
、改
め

て「
川
上
村
の
平
成
」を
振
り
返
る
と
、今
日
ま
で
に
多
く
の
歴
史
を
築
き
上
げ
て
き
ま
し
た
。

平
成
元
年

二
年

三
年

四
年

村政100年記念式典で式辞をのべる
藤原村長
明治二十二年に町村制が布かれ八か村が合
併し、100周年の記念すべき年を迎えました。

村民憲章除幕式
村政100年記念式典の一環
として、村民憲章碑の除幕、タ
イムカプセルの埋設、村木、
村花、村鳥、村の動物などが
発表されました。

「高原野菜発祥の村」の
記念碑設立
昭和の初期、はじめてこの地に種
を蒔き、原野を切り開き、たゆま
ない努力と苦労を重ねて、現在の
野菜王国川上村を築かれた先人
たちを忍び後世に伝える碑とな
っています。

高登谷野外ステージの様子
高登谷高原の「ふれあい広場」に
整備され、第17回目の山菜祭り
から現在まで利用されています。

広
報
誌「
村
政
だ
よ
り
」「
む
ら
の
う
ご
き
」「
広
報
川
上
」を
通
し
て

川
上
村
の
出
来
事
を
伝
え
て
き
ま
し
た
。
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御
柱
祭

秋
山
室
屋
地
区
地
域
優
良
賃
貸
住
宅
完
成

川
上
村
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ「
父
 愛
と
夢
と
」完
成

農
業
気
象
観
測
施
設
完
成

ク
リ
ー
ン
野
菜
加
工
セ
ン
タ
ー
整
備

梓
千
軒
跡
発
見

原
地
区
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
完
成

川
上
村
鍼
灸
施
術
所
 開
所

全
国「
川
上
」事
務
所
 開
所

大
深
山
分
館
完
成

佐
久
大
理
石
彫
刻
家
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

藤
塚
四
季
の
丘
公
園
オ
ー
プ
ン

居
倉
公
民
館
完
成

千
曲
川
源
流
の
森
が「
水
源
の
森
百
選
」に
認
定

満
天
星
の
森
整
備

文
化
セ
ン
タ
ー
開
館

町
田
市
と
防
災
協
定
締
結

大
深
山
・
御
所
平
児
童
公
園
完
成

大
深
山
屋
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
完
成

林
業
総
合
セ
ン
タ
ー「
森
の
交
流
館
」オ
ー
プ
ン

大
深
山
・
御
所
平
消
防
分
団
詰
所
完
成

第
一
回
図
書
館
ま
つ
り
開
催

川
上
村
　
地
方
自
治
功
労
者
表
彰

由
井
宗
祐
さ
ん
　
勲
五
等
瑞
宝
章
受
章

ヘル
シ
ー
パー
ク
か
わ
か
み
中
央
棟
オ
ー
プ
ン

村
営
居
倉
グ
ラ
ウ
ン
ド
完
成

御
柱
祭

オ
ウ
ム
真
理
教
入
村
絶
対
阻
止
村
民
大
会

全
国
市
町
村
の
森
サ
ミ
ッ
ト
in
川
上
村
開
催

樋
澤
消
防
分
団
詰
所
完
成

「
リ
バ
ー
グ
リ
ー
ン
」「
サ
ワ
ー
ア
ッ
プ
」レ
タ
ス
開
発

川
上
村
浄
化
セ
ン
タ
ー
完
成

阿
知
端
下
線
開
通

原
消
防
分
団
詰
所
完
成

一
小
屋
根
付
き
プ
ー
ル
完
成

五
年

六
年

七
年

八
年

九
年

十
年

十
一
年

十
二
年

十
三
年

振興公社の看板が
役場の玄関に
地域活性化をテーマ
に公社が「財団法人
川上村振興公社」と
して発足しました。

村営ごみ処理場
住民の皆さんの要望が強かった村営ごみ処理
場が、大深山高町地籍の旧処理場に併設し建
設されました。

デイサービスセンター
通所と訪問により様々なサー
ビスを提供し、生活の補助や
心身機能の維持向上を図るな
ど各種負担の軽減を目的に設
立されました。

川上村文化センター
川上村の風土性の発見と文化創造の活動拠点
として、村民待望の文化センターがオープンしま
した。

森の交流館
村民が森林と向き合う機会、森林
のあり方を問う場、次世代を担う
子供たちに森林の大切さを伝え
る場所として設立されました。

ヘルシーパークかわかみ
中央棟オープン
川上村の保健、福祉、医療の総合拠点
施設であるヘルシーパークかわかみ
中央棟がオープンしました。

全国市町村の森サミット開催

第5回全国市町村の森サミット
が川上村で開催され、「生命の
循環、森に還ろうをテーマに柳
生博さんを囲んでの対談。森林
のもたらす限りない恵みを改め
て認識しました。



4平成31年（2019年）4月26日発行

中
嶋
敬
春
選
手
ソ
ル
ト
レ
ー
ク
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場

川
上
村
環
境
保
全
農
業
セ
ン
タ
ー
設
立

秋
山
・
梓
山
集
落
下
水
処
理
場
完
成（
村
内
一
円
下
水
道
供
用
開
始
）

秋
山
消
防
分
団
詰
所
完
成

川
上
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
ゴ
ミ
焼
却
炉
稼
働
開
始

毛
木
場
園
地
を
整
備

文
化
セ
ン
タ
ー
図
書
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

梓
山
消
防
分
団
詰
所
完
成

村
内
一
部
で
イ
チ
ゴ
栽
培
を
開
始

川
上
大
橋
開
通

御
柱
祭

川
端
下
消
防
分
団
詰
所
完
成

金
峰
山
神
社
大
鳥
居
改
築

川
上
村
福
祉
有
償
運
送
特
区
認
定

御
所
平
宅
老
所「
だ
ん
ら
ん
」開
所

上
野
動
物
園
干
支
展
　
川
上
犬
が
公
開

野
菜
輸
出
事
業
開
始

プ
ロ
野
球
・
J
リ
ー
グ
と
合
同
で
PR
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
開
始

「
麗
多
寿
焼
酎
」を
製
造

中
嶋
敬
春
選
手
ト
リ
ノ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
、川
上
村
功
労
賞
を
受
賞

川
上
村
・
根
羽
村
村
有
林
交
換
盟
約
書
調
印
式

川
上
村
・
大
桑
村
村
有
林
交
換
盟
約
書
調
印
式

川
上
村
消
防
団
　
竿
頭
綬
受
章

川
上
中
学
校
改
築

中
学
校
プ
ー
ル
完
成

村
民
体
育
館
、大
深
山
運
動
公
園
整
備

千
曲
川
・
信
濃
川
源
流
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

千
曲
川
源
流「
信
州
の
名
水
・
秘
水
15
カ
所
」に
認
定

中
学
校
部
室
棟
完
成

信
州
ふ
る
さ
と
の
道
ふ
れ
あ
い
事
業
調
印
式

小
学
校
屋
外
ト
イ
レ
完
成

御
柱
祭

居
倉
消
防
分
団
詰
所
完
成

信
濃
川
上
駅
構
内
ホ
ー
ム
上
屋
完
成  

K
C
V
、防
災
無
線
デ
ジ
タ
ル
化

十
四
年

十
五
年

十
六
年

十
七
年

十
八
年

十
九
年

二
十
年

二
十
一
年

二
十
二
年

二
十
三
年

ハイビジョンシアターで
中嶋敬春選手を応援
ソルトレークオリンピック1500ｍに出
場した中嶋選手。会場からは大きなエー
ルが送られました。

ふるさと農道・川上大橋開通式

各地区関係者協力のもと平成8年から
15年の8年間に及ぶ大事業として施工
されました。この道路の開通によって
交通の利便性と安全性が格段に向上し
ました。

ベジタブルナイター
高原野菜の消費拡大のため、プロ野球に協賛
しベジタブルナイターを開催。「野菜王国川上
村」を約４万７千人にPRしました。

川上中学校改築
昭和40年に川上第一中
学校、第二中学校の統合
による建築以来、40年の
歴史を刻んできた川上中
学校が老朽化や耐震強度
の問題により改築に至り
ました。川上産のカラマツ
をふんだんに使った木造
の校舎です。

村民グラウンド・
村民体育館の改修整備
昭和54年建設以来、耐震性や
雨水の侵入による腐食などよ
り、大規模な修繕を含め各設備
の整備を実施。隣接する大深
山運動公園（大深山グラウン
ド）も拡張工事を行いました。
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川
上
村
消
防
団
　
表
彰
旗
授
賞

警
察
官
駐
在
所
の
統
合

第
一
回
レ
タ
ス
カ
ッ
プ
開
催

川
上
村
親
善
大
使
第
１
号
に
川
淵
三
郎
氏
が
就
任

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
レ
タ
助
」誕
生

二
小
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
ウ
ォ
ー
ル
完
成

川
端
下
地
区
遊
具
整
備

全
国
川
サ
ミ
ッ
ト
in
川
上
開
催

山
中
大
地
選
手
ソ
チ
五
輪
出
場

レ
タ
助
フ
レ
ン
ド
パ
ー
ク
開
園

図
書
館
シ
ス
テ
ム
IC
化

原
地
区
教
員
住
宅
改
築

居
倉
地
区
村
営
住
宅
完
成

油
井
亀
美
也
さ
ん
宇
宙
へ
出
発

シ
ン
カ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始

診
療
所
待
合
室
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

マ
ル
シ
ェ
か
わ
か
み
オ
ー
プ
ン

子
育
て
支
援
ア
プ
リ「
カ
プ
リ
」導
入

川
上
第
一
保
育
園
、第
二
保
育
園
が
か
わ
か
み
保
育
園
へ
統
合

K
A
W
A
K
A
M
I SM
A
RT
 PRO
JEC
T
 開
始

御
柱
祭

大
深
山
消
防
分
団
　
全
国
消
防
操
法
大
会
で
準
優
勝

沖
縄
県
恩
納
村
と
の
友
好
都
市
提
携
を
締
結

川
上
村
公
式
ホ
ー
ム
ペー
ジ
リ
ニュ
ー
ア
ル

「
甲
武
信
ヶ
岳
源
流
地
域
３
自
治
体
に
よ
る
災
害
発
生
時
相
互
応
援
に
関
す
る
協
定
」締
結

地
方
自
治
法
施
工
七
○
周
年
記
念
　
総
務
大
臣
表
彰

大
深
山
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
ト
イ
レ
新
築

日
本
の
木
材
活
用
リ
レ
ー
・
東
京
五
輪
木
製
エ
ン
ブ
レ
ム
盾
受
賞

宇
宙
桜
記
念
植
樹
祭
開
催

山
中
大
地
選
手
平
昌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場（
５
０
０ｍ
５
位
）村
民
功
労
賞
受
賞

川
上
村
公
衆
無
線
LA
N（
W
i-Fi）環
境
整
備

中
部
電
力
と
災
害
時
電
力
供
給
連
携
を
締
結

佐
久
学
園
と
連
携
協
定
締
結

原
地
区
優
良
賃
貸
住
宅
完
成

「
災
害
時
に
お
け
る
応
急
危
険
度
判
定
等
の
協
力
に
関
す
る
協
定
」締
結

二
十
四
年

二
十
五
年

二
十
六
年

二
十
七
年

二
十
八
年

 二
十
九
年

三
十
年

三
十
一
年

マスコットキャラクター
レタ助誕生
デザインと名前の一般公募を行
い、村民の方が投票。川上村のマス
コットキャラクター「レタ助」が誕生
しました。現在でも多くの村民の
皆さんに愛されています。

油井亀美也宇宙飛行士との
リアルタイム交信イベントの様子
ISS国際宇宙ステーションの第44次／45次
長期滞在搭乗員の油井亀美也宇宙飛行士
とのリアルタイム交信が川上中学校体育館で
行われ、大勢の方に来場いただきました。

かわかみ保育園完成
川上第一保育園、第二保育園が統合し、
子育て支援センターを併設した「かわか
み保育園」が新たに開園しました。木造
で温かみのある園舎となっています。

恩納村との友好都市提携
沖縄県恩納村と川上村が「友好都市提携
に関する盟約書」及び「災害時における相
互応援に関する協定書」の締結式を行い
ました。

山中大地選手村民功労賞を受賞
韓国で行われた平昌オリンピックにて500ｍと1000
ｍに出場。見事500ｍで5位入賞を果たしました。3
月には、村民功労賞授与式が行われました。

全国消防操法大会準優勝
第25回全国消防操法大会が長野市で開催され、小型ポ
ンプの部で出場した川上村消防団大深山分団が見事準
優勝に輝きました。
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平成31年度の川上村一般会計及び各特別会計の予算
は、3月14日の村議会定例会で、原案どおり可決され、新
年度がスタートしました。
一般会計予算は、前年度対比6.5％増の39億3,000
万円、特別会計は、全8会計（全10勘定）で前年度対比
7.0％増の21億円、川上村の総予算額は、前年度対比
1.4％増の総額60億3,030万円です。

一般会計予算平成31年度 39億3,000万円
総務費
4億8,784万円
（12.4％）

民生費
5億7,668万円
（14.7％）

衛生費
2億7,697万円
（7.1％）

農林水産業費
5億4,270万円
（13.8％）

土木費
9億139万円
（22.9％）

消防費
1億4,677万円
（3.7％）

教育費
4億3,879万円
（11.2％）

公債費
4億914万円
（10.4％）

予備費　
2,800万円（0.7％）

商工費
7,838万円（2.0％）

労働費　
18万円（0.0％）

災害復旧費　
1万円（0.0％）

議会費　4,315万円（1.1％）
一般会計歳出
《目的別》

このような事業に予算が使われます

一般会計・特別会計事業内容

総務費　4億8,784万円
■個別施設計画作成委託
既存の公共施設について、総合的にマネジメントするため
に、施設ごとの整備計画を作成します。今後はこの計画に
基づいて整備を行います。平成30年度から２か年に分け
て行います。（790万円）
■結婚活動支援事業
村内在住の未婚男性を対象に、婚活イベントを実施しま
す。県外などから未婚女性を募集し、交流イベントを実施
します。（333万円）

■その他　特別会計繰出（村営バス）、交通安全対策（カー
ブミラー設置、安全協会補助、チャイルドシート補助ほか）、
自治振興（街路灯設置補助、防犯対策ほか）、広報（有線テ
レビ、広報紙）、市町村地域交流、国際交流（中学生海外研
修等）、防災行政無線維持管理、戸籍住民登録、統計（学校

議会費 4,315万円
議会運営（議員報酬、研修費ほか）

衛生費　2億7,697万円

民生費　5億7,668万円
■放課後児童クラブ
授業終了後、仕事などで保護者がいない家庭の児童を公
民館などで預かり、遊びを主とする活動を通じて、児童の
育成と保護者の就労を支援します。上地区、下地区で年間
を通して事業を行います。（879万円）
■子育て支援センター運営費
子どもを育てやすい子育て支援を推進します。
（1,198万円）

■その他　福祉医療扶助、社会福祉協議会委託、特別会計
繰出（国保・介護・後期高齢者）、障害者福祉、高齢者福
祉、児童手当、介護予防事業、地域包括支援センター運
営、人権政策、保育園運営、国民年金

■不妊治療費補助
体外受精・顕微授精等による治療を受けている夫婦に対
し、その治療費の一部を助成します。（200万円）
■予防接種事業
インフルエンザ予防接種や幼児を対象としたヒブワクチ
ン、小児用肺炎球菌ワクチン等の接種事業を実施します。
（1,096万円）
■ヘルススクリーニング等健診事業
ヘルススクリーニングや胃検診、大腸ガン検診、婦人科検
診の実施や人間ドックに対する助成などを行い、村民の健
康増進に努めます。（1,633万円）

基本調査、工業統計調査、国勢調査準備、経済センサス、農
林業センサス）

■その他　妊婦新生児一般健康診査補助、環境衛生組合
負担金、特別会計繰出（村営水道）、ゴミ処理委託、焼却施
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【平成31年度】一般会計予算

農林水産業費　5億4,270万円
■用排水路の整備
村内8箇所の用排水路の改良工事を行います。
（2,710万円）
■県営畑地帯総合整備事業
農道、排水路、用水施設等の設計・整備を行います。（原、
居倉大深山）　（5,511万円）
■村・私有林の間伐
森林計画の設定団地で、計画的な間伐を中心とした森林
整備を進めます。（2,186万円）
■スマートアグリ実証実験事業
農作物の計画的生産の栽培モデルを作成するため、フィー
ルドセンサーで圃場のデータを蓄積し、ドローンなどを活
用し画像の解析を行います。（740万円）
■農業水路等長寿命化・防災減災事業
大深山地区灌水の長寿命化工事を行います。
（3,000万円）
■その他　農業委員会（農業委員報酬ほか）、森の駅マルシ
ェかわかみ運営、野菜消費宣伝、販売不振対策利子助成、
農業経営基盤強化資金利子助成、野菜生産安定対策（転
作・価格差・緑肥奨励金）、特別会計繰出（下水道事業（農業
集落排水事業））、村営牧場管理、国土調査、清浄野菜安定
供給対策（廃プラ、野菜生産販売戦略）、有害鳥獣駆除関
係、森林造成事業、水源林分収造林受託管理、林業従事者
住宅管理

労働費 18万円
地域雇用対策

商工費　7,838万円
■プレミアム付商品券発行事業
10月よりの消費税率引き上げに伴う、低所得者や子育て
世代の消費に与える影響を緩和するとともに、地域おけ
る消費を喚起することを目的にプレミアム付商品券を販
売します。（1,100万円）
■クライミングイベント
廻り目平キャンプ場を利用したクライミングイベントを開
催し、川上村のPRと観光促進を図ります。（300万円）
■地域活性化創業推進事業
新規事業の創設、開始に係る費用の一部を助成する補助
金制度を平成30年度より開始しています。（130万円）
■金峰山荘、キャンプ場周辺整備
観光拠点である廻り目平キャンプ場、ふれあいの森、金峰
山荘の老朽化部分を改修します。（232万円）

■その他　消防施設等管理（自動車ポンプ等管理委託、出
動等手当、被服補充ほか）、佐久広域消防負担金

消防費　1億4,677万円
■消防施設更新
老朽化した消防施設を整備します。（400万円）

■その他　小・中学校管理、高校生通学バス扶助、村誌刊
行、給食センター管理、公民館事業運営（中央公民館管理
運営、分館補助ほか）、文化財保護（遺跡整備、指定文化財
整備ほか）、青少年育成事業（柔剣道大会、球技大会、青年
団活動補助ほか）、農村総合文化センター管理運営、スポー
ツ振興（スケート・スキー指導、村民運動会、公民館各種大
会ほか）、体育施設管理（マレットゴルフ場、村営グラウン
ド、村民体育館、梓湖グラウンドほか）、体育施設維持（大深
山グラウンド芝生）、奨学金貸与

教育費　4億3,879万円
■小中学校の高温対策
普通教室に網戸の設置や扇風機購入、保健室・PC教室・中
学校ランチルームにエアコンの設置を行います。
（1,100万円）
■高校生通学扶助
平成31年度から高校生の村営バス定期券及び回数券の
料金を村内一律の料金（御所平からの料金）とし、通学扶
助の拡大を行います。（238万円）
■ICT教育の推進
小中学校にデジタル教科書・電子黒板を導入しICT教育の
推進を図ります。（195万円）
■村誌（平成編）刊行
元号が平成から令和に変わるのに合わせ村誌（平成編）を
刊行します。（651万円）
■文化センター改修工事
文化センターの老朽化に伴い、ホール舞台機器の改修工
事を行います。（4,300万円）

その他　4億3,715万円

公債費、災害復旧費、予備費

設管理運営、ヘルシーパーク中央棟管理運営、鍼灸施術所
管理運営、環境保全整備（道路沿道整備ほか）、新エネルギ
ー等導入助成事業

■その他　道路橋梁改良事業（道路舗装、道路維持修繕、
除雪・融雪剤散布委託）、特別会計繰出（下水道事業（公共
下水道））、公営住宅管理（維持修繕ほか）

土木費　9億139万円
■道路改良工事
村内の足元道路の改良整備と橋梁点検を行います。
（3,619万円）
■道路維持・修繕工事
村内6か所の道路舗装工事や村内各所の道路の穴埋めな
ど小規模な修繕工事を行います。（1,870万円）
■千曲川左岸道路・大深山産業道路建設事業
居倉から大深山にわたり千曲川左岸に道路を整備し、平
成34年度の完成を目指します。（6億5,650万円）

■その他　商工会補助、山菜まつり事業委託、観光協会・
花火大会補、廻り目平観光施設指定管理委託、登山道整
備、保健休養地管理業務（高登谷）、観光施設整備、レタス
カップ事業（少女サッカー大会）
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■村税　
6億6万円（15.3％）

■分担金及び負担金　
8,022万円（1.5％）

■地方譲与税　
1億2,340万円
（3.1％）

（3.2％）

■地方交付税
18億2,200万円（46.4％）

■国庫支出金　
3億4,090万円（8.7％）

■県支出金　
1億6,039万円（4.1％）

■村債　
5億7,910万円（14.7％）

■利子割交付金 80万円
■配当割交付金 370万円
■株式等譲渡所得割交付金 220万円
■地方消費税交付金 6,700万円
■ゴルフ場利用税交付金 610万円
■自動車取得税交付金 1,160万円
■環境性能割交付金　　　430万円
■地方特例交付金 920万円
■交通安全対策特別交付金 70万円

村民税 3億465万円
固定資産税 2億5,038万円
軽自動車税 2,363万円
市町村たばこ税 2,140万円

一般会計歳入　36億9,000万円

自主財源　20.3％

依存財源　79.7％

■使用料及び手数料 
　1,716万円
■財産収入　2,136万円
■寄付金　　　  51万円
■繰入金      1,479万円
■繰越金      2,800万円
■諸収入金   5,651万円

（3.5％）

■ 平成31年度 一般会計・特別会計 歳入歳出予算
会計名 平成31年度 平成30年度 増減額 前年対比

川上村一般会計 39億3,000万円 36億9,000万円 2億4,000万円 6.5％

川上村営バス事業特別会計 3,760万円 3,660万円 100万円 2.7％
川上村特別住宅特別会計 2,900万円 1億9,200万円 △1億6,300万円 △84.9％
川上村国民健康保険特別会計（事業勘定） 8億8,500万円 8億9,200万円 △700万円 △0.8％
川上村国民健康保険特別会計（診療施設勘定） 1億100万円 1億1,200万円 1,100万円 △9.8％
川上村後期高齢者医療保険事業特別会計 5,710万円 5,150万円 560万円 10.9％
川上村介護保険事業特別会計 4億9,840万円 4億8,000万円 1,840万円 3.8％
川上村訪問看護事業特別会計 2,150万円 2,330万円 △180万円 △7.7％
川上村営水道事業特別会計 1億3,510万円 1億3,810万円 △300万円 △2.2％
川上村下水道事業特別会計（農業集落排水事業勘定） 1億9,550万円 1億9,320万円 230万円 1.2％
川上村下水道事業特別会計（公共下水道事業勘定） 1億4,010万円 1億3,930万円 80万円 0.6％

特別会計　計 21億30万円 22億5,800万円 △1億5,770万円 △7.0％

全会計　計 60億3,030万円 59億4,800万円 8,230万円 1.4％

一般会計歳入 39億3,000万円

【平成31年度】一般会計予算
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川上村議会    ●

3月3月

川上第一小学校 川上第二小学校 川上中学校

職　名　等 氏　名 職　名　等 氏　名 職　名　等 氏　名

校長 甘利　尚之 校長 佐々木　哲也 校長 友野　増夫

教頭 土屋　晋 教頭 田中　覚 教頭 栗林　幸治

1学年 平林　歳江 1学年 菊池　萌 1年担任 高柳　愛

2学年 吉本　直喜 2学年 坂本　明日香
1年副担任 萩原　理沙　　矢ケ崎　和道

村上　匠　　　新海　晴奈3学年 白澤　和輝 3学年 櫻畑　淳

4学年 小泉　一磨 4学年 本木　景子 2年担任 下平　裕和

5学年 南部　利彦 5学年 沼尾　浩輝
2年副担任 阿部　千浩　　  島﨑  健太郎

髙見沢  志保　　牛草　奈央6学年 髙坂　泉 6学年 宮尾　亘

しゃくなげ学級 小須田 美江子 わくわく教室 大屋　彩夏 3年担任 宮川　諒

うぐいす学級 菊池　彩子 にこにこ教室 油井　文子
3年副担任 半田　尚　　須田　理恵

木内　友一音楽専科 下平　真希 音楽専科 日向　知美

理科専科 伊藤　裕美 TT支援 出浦　吹 清流教室 （牛草　奈央）（島﨑  健太郎）

少人数指導 梶田　惇太 養護教諭 小林　陽奈 ALT リー・アナンディタ・メイ

特別支援教育 翠川　昂佑 主事 西倉　光人 養護教諭 井出　霞

養護教諭 津金　美紀 支援員 杉山　京子 主事 田中　龍之介

主任 髙見澤　満昭 支援員 林　由美子 栄養教諭 長野　紗也加

三校図書館事務 古原　夕子 支援員 増田　由美子

給食従事員
渡邉　輝美　　　木村　優子
今井はるみ　　　宮越　晴美
井出　葵

支援員 井出　由紀 庁務員 氏原　洋子

庁務員 菊池　玉枝

庁務員兼給食従事員 由井　隆之

南牧中との兼務 早川　栄

19名 18名 27名

2019年度 学校職員体制 H31.4.1
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■
２
月
19
日（
火
）

羽
田
よ
り
ハ
ノ
イ
に
向
け
て
出

発
、ベ
ト
ナ
ム
航
空
３
８
５
便
は
あ

い
に
く
の
曇
り
空
で
し
た
が
雲
の

上
は
目
の
覚
め
る
よ
う
な
青
空
が

広
が
り
、ど
こ
も
ま
で
も
続
く
雲

海
に
ベ
ト
ナ
ム
航
空
の
青
い
機
体

が
心
地
よ
い
振
動
を
伝
え
て
い
ま

し
た
。ハ
ノ
イ
空
港
着
20
時
50
分
、

空
港
に
降
り
立
つ
と
微
か
な
異
国

の
匂
い
と
喧
騒
に
緊
張
感
が
一
気

に
高
ま
り
ま
し
た
。

空
港
か
ら
ホ
テ
ル
に
向
か
う
道

路
は
車
と
バ
イ
ク
が
縦
横
に
入
り

乱
れ
て
走
り
、絶
え
間
な
い
ク
ラ

ク
シ
ョ
ン
の
音
に
大
い
に
カ
ル
チ
ャ

ー
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
。

■
２
月
20
日（
水
）

午
前
８
時
ホ
テ
ル
出
発
、ハ
ノ
イ

の
郊
外
タ
イ
グ
エ
ン
省
人
民
委
員

会
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。
タ
イ

グ
エ
ン
省
は
２
０
１
６
年
川
上
村

と
友
好
都
市
協
定
を
結
ん
で
お
り

議
会
と
し
て
は
初
め
て
の
訪
問
で

あ
り
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ン
生
の
母

校
タ
イ
グ
エ
ン
大
学
の
所
在
地
で

も
あ
り
ま
す
。
途
中
バ
ス
の
窓
か

ら
眺
め
る
風
景
は
見
渡
す
限
り
の

水
田
と
、水
牛
が
の
ど
か
に
遊
ぶ

ま
さ
に
ア
ジ
ア
の
田
園
地
帯
で

す
。
広
い
水
田
に
は
三
角
の
ベ
ト

ナ
ム
笠
を
か
ぶ
っ
た
女
性
が
田
植

え
に
精
を
出
し
て
い
ま
し
た
。
そ

の
情
景
に
自
分
の
子
供
の
頃
を
重

ね
合
わ
せ
て
、懐
か
し
む
と
同
時

に
、ア
ジ
ア
の
モ
ン
ス
ー
ン
地
帯
は

ど
こ
も
同
じ
よ
う
な
暮
ら
し
を
し

て
い
た
ん
だ
と
ベ
ト
ナ
ム
に
対
す

る
一
層
の
親
近
感
が
湧
い
て
き
ま

し
た
。

10
時
30
分
タ
イ
グ
エ
ン
省
人
民

委
員
会
到
着
、日
本
の
県
庁
の
よ

う
な
機
関
で
大
き
な
来
賓
室
に
通

さ
れ
緊
張
す
る
中
、ベ
ト
ナ
ム
外

務
省
の
Ｎ
Ｇ
Ｕ
Ｙ
Ｅ
Ｎ
Ｄ
Ｉ
Ｎ
Ｈ

Ｖ
Ｉ
Ｅ
Ｔ
氏
よ
り
説
明
を
受
け
ま

し
た
。
人
民
委
員
会
主
席
が
不
在

と
の
こ
と
で
Ｔ
Ｒ
Ｉ
Ｎ
Ｈ
 Ｖ
Ｉ
Ｅ

Ｔ
 Ｈ
Ｕ
Ｎ
Ｇ
副
主
席
と
お
逢
い
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
若
年
な

が
ら
そ
の
副
主
席
の
慧
眼
を
拝
し

た
時
、流
石
は
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
で

ア
メ
リ
カ
を
破
っ
た
国
の
指
導
者

か
と
背
筋
の
伸
び
る
の
を
覚
え
ま

し
た
。
ベ
ト
ナ
ム
茶
を
い
た
だ
き

な
が
ら
談
笑
す
る
頃
に
は
す
っ
か

り
打
ち
解
け
て
、そ
れ
ぞ
れ
議
員

か
ら
の
質
問
な
ど
も
交
え
意
見
交

換
を
し
ま
し
た
。

ベ
ト
ナ
ム
の
現
状
や
、ア
ジ
ア
の

先
進
国
で
あ
る
日
本
を
ど
う
み
て

い
る
か
に
つ
い
て
、通
訳
を
交
え
て

川
上
村
議
会
ベト
ナ
ム
研
修
報
告

い
よ
い
よ
平
成
も
残
す
と
こ
ろ
わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
。
あ
の
小
渕
さ
ん
が
平
成
の
元
号
を
テ
レ
ビ
で
か
ざ
し
た
姿
が

30
年
も
前
な
の
か
と
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

平
成
と
い
う
元
号
に
込
め
ら
れ
た
願
い
と
は
裏
腹
に
平
成
は
激
動
の
時
代
で
あ
り
ま
し
た
。

た
び
か
さ
な
る
自
然
災
害
と
少
子
高
齢
化
の
波
と
共
に
、小
泉
内
閣
に
始
ま
る
新
保
守
の
考
え
か
た
は「
人
、物
、金
」の

自
由
な
移
動
を
強
要
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
の
渦
中
、日
本
全
体
を
否
応
な
く
巻
き
込
ん
で
い
き
ま
し
た
。

川
上
村
も
こ
う
し
た
流
れ
か
ら
無
縁
で
い
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。

自
由
な
労
働
力
の
移
動
は
今
後
ま
す
ま
す
活
発
に
な
り
、川
上
村
の
農
業
も
中
期
的
な
視
野
で
見
る
と
外
国
人
の
労
働
力
に

頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
が
続
く
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
、情
勢
を
踏
ま
え
、村
内
実
習
生
の
３
割
近
く
を
占
め
る
ベ
ト
ナ
ム
社
会
主
義
共
和
国
を
訪
問
し
、

実
習
生
の
管
理
機
関
で
あ
る「
ベ
ト
ナ
ム
海
外
労
働
管
理
局
」や
友
好
都
市
協
定
を
結
ん
だ「
タ
イ
グ
エ
ン
省
人
民
委
員
会
」、

イ
ン
タ
ー
ン
生
の
母
校「
タ
イ
グ
エ
ン
大
学
」や
、現
地
の
送
り
出
し
機
関
の
学
校
な
ど
、つ
ぶ
さ
に
見
学
す
る
こ
と
は

時
代
の
要
請
で
あ
り
ま
す
。
現
地
の
人
々
と
情
報
交
換
す
る
中
で
、ベ
ト
ナ
ム
の
人
達
と
共
に
手
を
取
り
合
い

グ
ロ
ー
バ
ル
な
共
生
社
会
を
如
何
に
し
て
築
い
て
い
く
か
を
模
索
す
る
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

■研修期間：平成31年2月19日から2月22日
■研修場所：ベトナム社会主義共和国〈ハノイ近郊〉 平成30年度

と
は
言
え
タ
イ
グ

エ
ン
省
の
指
導
者

の
言
葉
を
直
接
聞

け
た
こ
と
は
今
回

の
研
修
の
大
き
な

成
果
で
あ
り
ま
し

た
。ベト

ナ
ム
は
経
済

的
に
、日
本
の
50
年

く
ら
い
前
の
状
況

で
あ
り
、人
口
も
ボ

ー
ナ
ス
期
に
入
り

近
い
将
来
目
覚
ま

し
い
発
展
を
遂
げ

る
で
あ
ろ
う
と
、明

る
い
希
望
を
語
っ
て

お
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
た
め
に
も
、日

本
と
ベト
ナ
ム
が
手

を
取
り
合
い
、お
互

い
の
国
民
が
幸
せ

に
な
れ
る
よ
う
お

互
い
に
努
力
し
ま

し
ょ
う
と
固
く
握

手
を
交
わ
し
ま
し

た
。午

後
１
時
タ
イ

グ
エ
ン
大
学
到
着
、タ
イ
グ
エ
ン
大

学
は
広
大
な
敷
地
の
中
に
あ
り
当

日
は
休
暇
中
で
学
生
の
数
は
ま
ば

ら
で
し
た
が
、セ
ン
タ
ー
長
Ｈ
Ｏ
Ａ

Ｎ
Ｇ
 Ｔ
Ｈ
Ｉ
 Ｂ
Ｉ
Ｃ
Ｈ
 Ｔ
Ｈ
Ａ
Ｏ

女
史
や
日
本
人
大
学
教
授
の
野
田

教
授
と
面
談
し
、学
生
の
応
募
状

況
や
選
考
方
法
を
お
聞
き
し
ま
し

た
。
学
生
の
選
考
に
は
成
績
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、家
庭
環
境
や
生

活
、経
済
状
況
ま
で
細
な
点
ま
で

参
考
に
し
て
選
考
し
て
い
る
と
の

お
話
で
あ
り
、日
本
は
学
生
に
も

人
気
が
高
く
５
倍
く
ら
い
の
応
募

率
が
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

タイグエン省副知事との意見交換
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ム
で
生
か
し
起
業
す
る
青
年
た
ち

も
多
く
あ
ら
わ
れ
て
お
り
、将
来

に
大
き
な
期
待
が
か
け
ら
れ
て
い

る
と
の
お
言
葉
で
あ
り
ま
し
た
。

実
習
生
の
税
金
問
題
な
ど
質
問

し
た
と
こ
ろ
、ベト
ナ
ム
側
に
お
い

て
も
日
本
政
府
に
働
き
か
け
て
お

り
、逆
に
日
本
で
も
政
府
に
働
き

か
け
て
欲
し
い
と
逆
に
要
望
さ
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
う
し
た
と

こ
ろ
に
議
会
と
し
て
も
課
題
が
あ

る
の
か
な
と
感
じ
た
次
第
で
あ
り

ま
す
。
ま
だ
ま
だ
日
本
で
働
き
た

い
と
言
う
若
い
人
た
ち
が
多
く
存

在
す
る
の
で
、こ
れ
か
ら
も
両
国

の
発
展
の
た
め
に
協
力
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
と
堅
い
握
手
を
交
わ
し

ま
し
た
。

■
２
月
22
日（
金
）

ベ
ト
ナ
ム
の
世
界
遺
産
ハ
ロ
ン
湾

の
景
勝
地
を
視
察
、今
ま
さ
に
観

光
開
発
の
真
っ
た
だ
中
と
思
わ
れ

る
こ
の
景
勝
地
は
こ
の
ま
ま
の
自

然
こ
そ
素
晴
ら
し
い
と
思
え
る
の

で
す
が
、か
つ
て
我
々
が
そ
う
で
あ

っ
た
よ
う
に
、乱
開
発
の
波
に
洗

わ
れ
て
い
ま
し
た
。

■
２
月
21
日（
木
）

駐
在
大
使
館
の
推
薦
に
よ
り
、

Ｔ
Ｈ
Ａ
Ｉ
Ｂ
Ｉ
Ｎ
Ｈ
労
働
貿
易
会
社

を
視
察
。
こ
の
会
社
は
日
本
で
働

き
た
い
と
言
う
人
達
の
送
り
出
し

機
関
で
あ
り
、そ
の
日
本
語
教
育

学
校
等
を
視
察
し
ま
し
た
。
そ
の

授
業
風
景
に
は
驚
か
さ
れ
る
こ
と

ば
か
り
で
し
た
。
生
徒
の
皆
さ
ん

の
素
直
で
熱
心
な
授
業
風
景
や
積

極
的
な
発
言
、私
た
ち
に
対
す
る

友
好
的
な
対
応
な
ど
、希
望
を
持

っ
て
日
本
に
来
る
彼
ら
を
我
々
も

真
摯
な
態
度
で
受
け
入
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
深
く
感
じ
ま
し

た
。
ベ
ト
ナ
ム
の
人
達
と
私
た
ち

が
相
互
に
役
立
ち
助
け
合
え
る
本

当
の
意
味
の
交
流
シ
ス
テ
ム
の
一

日
も
早
い
確
立
が
望
ま
れ
る
と
こ

ろ
で
す
。

そ
の
後
、ベ
ト
ナ
ム
海
外
労
働

管
理
局
を
訪
問
し
ま
し
た
。
ベ
ト

ナ
ム
に
お
け
る
海
外
労
働
者
を
総

括
す
る
役
所
で
あ
り
ま
す
。

管
理
局
で
は
Ｔ
Ｏ
Ｎ
Ｇ
 Ｈ
Ａ
Ｉ

Ｎ
Ａ
Ｍ
長
官
に
接
見
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
政
府
高
官
で
あ
り

な
が
ら
、気
さ
く
な
長
官
の
お
人

柄
に
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中

で
意
見
の
交
換
が
で
き
た
こ
と
は

大
き
な
収
穫
で
あ
り
ま
し
た
。
ベ

ト
ナ
ム
は
若
い
国
な
の
で
日
本
は

よ
い
手
本
で
あ
り
、こ
れ
か
ら
の

国
の
進
め
方
に
は
大
い
に
参
考
に

な
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

日
本
で
学
ん
だ
こ
と
を
ベ
ト
ナ

渡邉光　遠藤行吉　日向敏彦　中嶋啓治　山中一範　
由井元成　井出茂夫　鶴田昌重　田中清光　由井美成
原恭司　川上高太

農業省野菜研究所にて副所長から説明を受ける

THAIBINH労働貿易協力有限会社　ハノイ教育センター

参加者
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4月10日、学校あり方検討委員会から村長へ学校のあり方について意見書が提出されました。

あり方検討委員会では、「よりよい教育環境を整えるには出来るだけ速やかに方向性を提案すべ
き。」との意見が多く出されました。
提案の内容は、「未来の社会を担う人材育成は我々の責務」との観点から

人材育成は我 の々責務…

とのことから

との内容にまとめられました。

また、廃校となる場合は、廃校となる地域の活性化
を施策として講じることがもりこまれました。

今後の小学校のあり方について、あなたはどのようにお考えですか。
該当する項目の数字に〇をしてください。（複数回答も可）

アンケート結果（一部抜粋）

1小学校を現状のまま残した方が良い。
2小学校を現状のまま残してほしいが、子ども達が減少しており、施設も老朽化しているので統合すべきだ。
3子どもの数が減少しており、施設も老朽化しているので統合すべきだ。
4小学校を統合し、現在の中学校付近に新校舎を建築し、施設一体型の小中一貫校を目指すべきだ。
5川上村だけではなく、近隣の他町村（南牧村等）の学校との統合を考えるべきだ。
6よくわからない。

小学校のあり方について

学校あり方検討委員会では、地域懇談会や信州大学の出前講座の開催、アンケートの実施など様々
な活動を通じ、地域の意見を取りまとめました。

5
3.33%

6
3.5%

1
19.04%

2
21.26%

3
21.26%

4
31.61%

●川上村の児童数減少をふまえ、学習環境を整備する必要がある
●施設の老朽化の問題については抜本的な施設整備をする必要がある
●子ども達の成長過程に配慮した環境整備が必要である

●小学校は統合すべきと考える
●統合する場合小中一貫教育を考える

さまざまな活動を通じて…

検討委員会から意見書が提出されました！

子育て世代を対象に実施
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川上村子ども・子育て会議委員を募集します

●村内に在住の小学6年生までのお子さんを持つ保護者の人
●平日の昼間に開催される会議に出席することができる人（約2時間程度）
※2019年度は、計画策定年のため3回程度予定しています。
●現職の村議会議員または村の職員でない人

村では、平成27年度から平成31年度までを計画期間とした「川上村子ども・子育て支援事業計画」を策定し
ております。この計画の見直しをはじめ、子ども・子育て支援に関する施策の推進などを審議する機関として、
「川上村子ども・子育て会議」を開催します。 この会議において、村民の皆様からご意見をいただくため、公募
委員を次のとおり募集します。村内にお住まいの方で、子育て支援に関心のある方はぜひご応募ください。

応募資格

任期 委嘱の日から2020年3月31日まで

募集人数 2名以内
なお、会議全体の委員の数は20人以内です。また、会議への出席につき報酬を支給します。

募集概要

応募方法／2019年5月20日（月）までに保健福祉課（TEL：97‐3600）まで連絡ください。

プレミアム付商品券事業のお知らせ
消費税・地方消費税が10％に引き上げられることで、低所得者・子育て世帯（下記の通り）に与える影響を

緩和し、地域の消費を喚起・下支えすることを目的としたプレミアム付商品券を発行します。

対象者 使用可能額等

①
低
所
得
者

2019年1月1日に川上村の住民基本台帳に登録
されている方のうち、2019年度住民税が非課税
の方（課税基準日：2019.１.１）
【除外される方】
住民税課税者と生計同一の配偶者・扶養親族・
青色事業専従者・白色事業専従者、生活保護受給
者等

購入可能額：20,000円
使用可能額：25,000円（5,000円分の補助）
販売単位：4,000円（使用可能額5,000円）ずつ5
回まで販売（20,000円までまとめて購入可能）

②
子
育
て
世
帯

2016年4月2日～2019年9月30日までに生まれ
た子が属する世帯の世帯主

※転入される方は、子の誕生日と転入日の要件に
よって、取り扱いが異なります

購入可能額：20,000円×対象となる子どもの数
使用可能額：25,000円（5,000円分の補助）×対
象となる子どもの数
販売単位：対象となる子ども1人につき4,000円
（使用可能額5,000円）ずつ5回まで販売（１人に
つき20,000円までまとめて購入可能）

※2018年所得について未申告の場合、住民税の申告が必要になる場合があります。
※対象者には用件を満たした外国人の方も含まれます。

詳細については順次お知らせしていきます。詳しくは企画課振興係にお問い合わせください。

2019年７月頃からを予定　　
対象者には役場から案内が届きます。

■手続きの期間
村内の各店舗等
■商品券を使用できる範囲

2019年10月１日～
2020年3月中旬頃までを予定

■商品券使用期間

■対象者・使用可能額
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Photo Sc   pe
この 4ヶ月に焦 点を合わせる

1/28・29 学校のあり方を考える

第一・第二小学校で地域懇談会を開催しました。
川上村の将来を担う子どもたちが、今後どのよう
な環境で学ぶことが望ましいのか、様々な意見が
出されました。

2/11

川上村の木「カラマツ」。ブ
ランド力の強化や林業の
再生による地域活性化を
図るため森林フォーラムin
佐久が開催されました。
佐久地区林業関係コンク
ールでは第二小学校の児
童6名が受賞しました。お
めでとうございます。

カラマツによる地域活性化を図る

2/13

災害時における応急危険度判定等の協力に関する
協定の合同調印式が川上村、小海町、南牧村、南相
木村、北相木村の各町村長と長野県建築士会佐久
支部長により行われました。大地震後の倒壊等の
危険性を判定し、住民の速やかな非難と二次的被
害を防ぎます。

災害に備える

2/23 歌声届け

研修会開催3/1
左岸道路・産業道路等の職員の知識の習
得や技術の向上を目的に、所内現場研修
会が開催されました。村民の皆さんがよ
り便利に、より安全に通行できる道路を
目指します。

第一・第二小学校の6年生が「もりの音楽会」を開催しまし
た。とても美しく、心震わせる歌声が文化センターに響き渡
りました。
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4ヶ月間の村のうごき
1月
2 日
5 日
10 日
12 日
14 日

28・29 日

川上村成人式
川上村消防団出初式
新年互礼会
居倉地区おんべきり
原地区お方ぶち・子ぶち
学校あり方検討委員会
地域懇談会

2 月
2～5 日
4～7日
11 日
13 日

19 日

第39回全国中学校スケート大会
第56回全国中学校スキー大会
森林フォーラム  in  佐久
災害時における
応急危険度判定等の協力に
関する協定合同調印式
信州大学出前講座
「人口減少社会と教育のあり方」

3 月
3 日

4 日
8～14 日
14 日
15 日
19 日

22 日

第29回
ウィンタースポーツフェスティバル
保健補導員委嘱式
川上村議会第1回定例会
「ケアニン」映画上映会・講演会
川上中学校卒業証書授与式
川上第一・第二小学校
卒業証書授与式
かわかみ保育園卒園式

4 月
1 日

2 日
4日

10 日

21 日
28 日

川上村辞令交付式
川上村消防団入退団式
かわかみ保育園入園式
川上第一・第二小学校入学式
川上中学校入学式
村長車納車式
学校あり方検討委員会意見書提出
川上村議会議員選挙
川上村消防大会

ドッキドキドン！1年生4/2・4
保育園、小学校、中学校で入園・
入学式が挙行されました。真新
しい制服を纏い、なんだか不安
気な子どもたち。がんばれ！新
入生！

人の「ケア」に携わるすべての方へ3/14
映画「ケアニン」上映
会と「ケアニン」のモ
デルとなった事業所
の代表を務める加藤
忠相先生の講演会が
行われました。

南極から石がきた！4/9
御所平の高見沢哲典さんから南極の
石が贈呈されました。同じ大きさの
石でも、川上村の石よりも南極の石
の方が重いなんて不思議ですね。文
化センターに展示されていますの
で、是非ご覧ください。
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川上村地域優良賃貸住宅 原団地が完成しました

４
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。
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川上村の若者世帯向けの村営住宅原団地
がこの3月に完成しました。
この住宅は、居倉地区に平成27年度より

ご入居いただいている村営住宅居倉団地
（通称：新婚住宅）と同じ内容の住宅です。
原団地は3棟6世帯で、平成29年度に東

浜設計株式会社が実施設計しました。設計
の段階より居倉団地と同じ仕様の構造とし、
工事費は170,000千円、畑八開発株式会社
が施工しました。
3月の完成と共に募集開始したところ、
多くの皆さんにお申し込みいただきました。
抽選を実施して入居者の決定を行い、
現在入居を開始していただいています。

村では引き続き

村営住宅の建設
を検討し、

住宅不足を少しで
も

解消できるように

していきたいと思
います。

各停留所 通常料金（円） 助成後自己負担分（円）

川端下 49,590

8,550

梓山 47,030

秋山 41,040

川又、居倉 34,200

小川口 30,780

金山 27,360

大深山 18,810

原 13,680

御所平 8,550

樋沢 8,550

樋沢野辺山 17,100

お知らせ
●3か月通学定期券の場合高校通学利用者を対象

川上村営バス通学定期券、
回数券の助成を拡充しました
川上村営バスでは高校通学利用者を対象に交通費の助成
を実施しています。

定期券、回数券のお求め、
お問い合わせは役場企画課まで TEL.97‐2121

この他

1か月定期
券と回数券

も

助成を実施
しています

。 ●1ヵ月定期券
●回数券（6枚綴）

3,000円
500円

どの停留所からも

どの停留所からも


